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『
羽
州
久
保
田
大
絵
図
』
考

秋
田
県
立
図
書
館

館
長

伊
藤

成
孝

前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
安
藤
和
風
氏
が
収
集
し
、
当

館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
『
時
雨
庵
文
庫
』
の

中
に
『
羽
州
久
保
田
大
絵
図
』
（
庵
ー
一
八
四
）
と
い

う
絵
図
資
料
が
あ
り
ま
す
。
以
前
ま
と
め
た
報
告
を
も

と
に
考
察
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

絵
図
表
右
上
部
に
「
羽
州
久
保
田
大
絵
図
」
、
左
下
部
に
「
明
治
五
年
壬
申
稔
八
月

十
三
日
写
之
畢

古
内
源
堯
康
（
花
押
）
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
明
治
五
（
一
八
七

二
）
年
に
古
内
氏
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
原
図
作

成
の
経
緯
や
年
代
に
関
す
る
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
絵
図
の
特
徴
は
、
城
下
町
周
辺
地
域
の
記
載
が
詳
細
で
か
つ
広
域
に
わ
た
っ
て

い
て
、
北
端
は
天
徳
寺
、
南
端
は
太
平
川
、
東
端
は
本
念
寺
、
西
端
は
全
良
寺
、
さ
ら

に
は
手
形
山
・
富
士
山
・
泉
山
周
辺
・
八
橋
・
上
野
（
川
尻
）
な
ど
の
村
々
や
山
な
ど

に
あ
る
寺
社
、
城
郭
内
の
橋
や
門
、
櫓
な
ど
の
諸
施
設
が
鳥
瞰
図
風
に
立
体
的
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
名
に
つ
い
て
は
、
外
町
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
侍
町
の
ほ
と
ん

ど
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
図
作
成
当
時
の
町
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
侍
屋
敷
は
す
べ
て
屋
敷
の
区
画
が
な
さ
れ
て
氏
名
が
網
羅
さ
れ
、
御
足

軽
・
御
小
人
・
御
厩
者
等
は
省
略
し
て
組
集
団
で
軒
数
の
み
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

屋
敷
の
間
口
・
奥
行
間
数
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

絵
図
の
様
式
・
形
態
は
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
の
「
御
城
下
絵
図
」
（※

）

や
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
の
「
御
城
下
絵
図
」
（※

）
等
の
幕
府
国
目
付
へ
提
出
し

た
も
の
の
控
え
絵
図
と
は
多
少
異
な
っ
て
い
ま
す
。
幕
府
提
出
絵
図
に
求
め
ら
れ
る
情

報
は
、
お
城
と
城
下
の
地
形
や
主
な
施
設
の
概
要
、
藩
士
の
居
住
地
で
あ
る
内
町
（
侍

町
）
の
詳
細
で
す
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
絵
図
の
原
図
は
、
文
政
四
年
の
絵
図
を
も
と
に
、

そ
の
後
の
大
規
模
な
調
査
や
屋
敷
割
等
の
変
更
内
容
、
周
辺
の
詳
細
な
情
報
を
盛
り
込

む
な
ど
し
て
、
藩
の
行
政
用
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
徴
的
な
記
載
と
し
て
、
本
丸
北
西
部
に
は
藩
用
の
薬
草
園
と
思
わ
れ
る
「
御
用
御

薬
園
畑
」
、
鉄
砲
町
西
端
に
は
「
ロ
ウ
」
（
牢
屋
）
や
「
芝
居
小
屋
」
、
楢
山
南
新
町

に
は
土
塁
で
囲
ま
れ
た
広
大
な
佐
竹
東
家
中
屋
敷
で
あ
る
「
東
家
休
処
」
が
、
ま
た
、

手
形
搦
田
に
は
藩
主
の
御
休
処
（
如
斯
亭
）
で
あ
る
「
搦
田
御
休
」
「
同
御
庭
」
が

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
原
図
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
、
『
渋
江
和
光
日
記
』
（※

）
や
『
義
厚

家
譜
』
（※

）
等
の
記
事
が
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

三
の
廓
、
長
野
町
南
端
の
「
寺
社
方
役
処
」
は
、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
八
月

三
日
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
義
厚
家
譜
』
）
。
ま
た
、
上
中
城
の
「
小
鷹
狩
右

近
（
政
典
）
」
に
つ
い
て
は
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
八
月
、
復
氏
願
を
提
出
し

て
、
「
向
」
か
ら
「
小
鷹
狩
」
に
戻
す
こ
と
を
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
（
「
和
光
日

記
」
）
。
さ
ら
に
、
中
谷
地
町
北
端
の
「
古
内
蔵
人
（
義
純
）
」
は
、
文
政
十
二

（
一
八
二
九
）
年
六
月
、
許
可
さ
れ
大
館
か
ら
久
保
田
城
下
に
移
っ
て
い
ま
す

（
「
義
厚
家
譜
」
）
。
そ
し
て
、
手
形
堀
端
町
南
端
の
「
山
方
太
郎
左
衛
門
」
は
、

天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
隠
居
し
、
内
匠
が
家
督
を
相
続
し
て
い
ま
す
（
「
和
光
日

記
」
）
が
、
こ
の
絵
図
で
は
ま
だ
「
太
郎
左
衛
門
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
こ
の
絵
図
の
原
図
は
文
政
十
二
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
他
に
も
、
こ
の
絵
図
を
分
析
す
る
こ
と
で
様
々
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
絵
図
の
原
本
は
軸
装
さ
れ
て
い
て
、
二
〇
〇×

一
六

六
・
五
ｃ
ｍ
と
大
型
で
あ
り
、
資
料
保
存
の
観
点
か
ら
、
特
別
な
調
査
や
企
画
展
を

除
き
ま
し
て
、
閲
覧
を
お
控
え
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
設
す
る
県
公
文
書

館
で
管
理
し
て
い
る
複
製
絵
図
か
当
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
画
像
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（※

）
の
史
料
は
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
で
す
。

『羽州久保田大絵図』



特
集

県立図書館は様々な情報を県民の皆様に届けています

図書館システム更新に伴う新しいサービスについて

デジタルアーカイブがリニューアルしました

リニューアルしたデジタルアーカイブサイト

詳細検索画面

当館のデジタルアーカイブは、書画軸、和
装本等の貴重資料が見られるほか、秋田県関
係の雑誌記事索引、秋田魁新報記事見出し検
索等の索引が充実しています。令和7年1月に
リニューアルした「秋田県／図書館・公文書
館・文学資料館デジタルアーカイブ」の新し
い機能や取組についてご紹介します。

１ 機能拡充による利便性の向上

・検索条件の追加や絞り込み機能等の充実により、

探している資料にたどり着きやすくなりました。

・資料一覧の表示方法が3種類あり、目的に応じて
選択できるようになりました。

・カテゴリーごとに資料を閲覧できます。

利便性が向上するとともに、特定の資料を目的としない方にも快適にご利用いただけるようになりました。

２ 新機能・コンテンツの充実による利活用支援

・メタデータと画像をダウンロードできるように

なりました。

・画像閲覧画面のＵＲＬには、画像の拡大･縮小･

回転や表示位置の情報などが埋め込まれており、

いま見ている画面をそのまま共有したり、再現

したりすることができます。

・今後は、絵図と地図を重ねて表示する機能の搭

載も予定しています。

実用性が向上し、研究や教育など様々な場面で
ご活用いただけます。

画像閲覧画面（御曹子島渡り）

３ 国立国会図書館サーチ・ジャパンサーチとの連携

・国立国会図書館サーチ（ＮＤＬサーチ）では、国立国会図書館及びデータ連携している全国の

図書館等の所蔵資料やデジタル資料を横断検索することができます。

・ジャパンサーチでは、日本の様々な分野のデジ

タルアーカイブを横断検索することができます。

資料の閲覧機会が増加し、資料のメタデータ・
コンテンツのさらなる利用促進が期待されます。

秋田県／図書館・公文書

館・文学資料館デジタル

アーカイブはこちらから

（ https://adeac.jp/akita-pref/top/ ）

今年度、図書館システムの更新に伴って開始された新しいサービスから、デジタルアーカイブのリニュー
アルと図書館アプリについて紹介します。



3月6日（木）からスマートフォン用「図書館利用アプリ」が利用できるようになりました。お持ちの

スマートフォンにダウンロードすると、以下の機能を使うことができます。（ご利用の際は、図書利用

カードと「マイ図書館」のパスワード登録が必要です。）

機能１ マイ図書館に自動ログイン

アプリを起動すると、毎回のログイン操作なしでマイ図書館を利用できます。

機能２ 利用者番号のバーコード表示

利用者番号をバーコード表示し、図書利用カードとして利用できます。（ご本人のみ利用可能。

また、スクリーンショット画像は図書利用カードとして利用できませんのでご注意ください。）

機能３ 図書館からのお知らせ通知

予約割り当てや返却期限の連絡、新着図書などのお知らせを、プッシュ通知として受け取ることが

できます。

3月6日（木）からスマートフォン用「図書館利用アプリ」が利用できるようになりました。お持ちの

スマートフォンにダウンロードすると、以下の機能を使うことができます。（ご利用の際は、図書利用

カードと「マイ図書館」のパスワード登録が必要です。）

機能１ マイ図書館に自動ログイン

アプリを起動すると、毎回のログイン操作なしでマイ図書館を利用できます。

機能２ 利用者番号のバーコード表示

利用者番号をバーコード表示し、図書利用カードとして利用できます。（ご本人のみ利用可能。

また、スクリーンショット画像は図書利用カードとして利用できませんのでご注意ください。）

機能３ 図書館からのお知らせ通知

予約割り当てや返却期限の連絡、新着図書などのお知らせを、プッシュ通知として受け取ることが

できます。

アプリのダウンロード方法アプリのダウンロード方法

下のＱＲコードを読み取るか、アプリストア（AppStore、GooglePlay）で「秋田県立図書館」と検索し、

「図書館利用アプリ」をダウンロードします。

下のＱＲコードを読み取るか、アプリストア（AppStore、GooglePlay）で「秋田県立図書館」と検索し、

「図書館利用アプリ」をダウンロードします。

App Store Google Play

アプリを利用するアプリを利用する

ホーム画面右上のメニューボタンを

押すと、これまでと同様に「マイ図書

館」で利用可能なメニューが展開。

「利用者番号」ボタンを押して利用者番号を
スマホにバーコード表示。図書利用カードと
して利用可能。（※ご本人のみ利用可能）

「マイページ」から、お知らせ（プッシュ通知）
のＯＮ／ＯＦＦ設定、お知らせ履歴の確認、アプ
リの利用停止が可能。

図書館利用アプリに関するお問い合わせ先
秋田県立図書館 情報・サービスチーム
TEL 018-866-8400
E-mail:jouhou@apl.pref.akita.jp

図書館利用アプリに関するお問い合わせ先
秋田県立図書館 情報・サービスチーム
TEL 018-866-8400
E-mail:jouhou@apl.pref.akita.jp

アプリの利用がスタートしました

アプリを開いたら、図書館選択画面で
「秋田県立図書館」を選んでログイン。

■ホーム画面■■ホーム画面■
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「りんごの棚」とは、スウェーデンの図書館で始
まった「特別なニーズのある子どもたちのための資料
を展示した棚」のことで、すべての子どもに読書の喜
びを体験してもらう場所として、国内でも広がりをみ
せています。さまざまな形式の資料を一つの場所に集
めることで、子どもが自分に適した資料に出会える手
助けをします。

令和7年度から、子ども向けの点字図書・さわる絵
本・ＬＬブックなどが入ったセットを貸し出しします
ので、市町村立図書館・公民館図書室で、是非ご活用
ください。

発行年月 令和7年3月
編集発行 秋田県立図書館
住 所 〒010-0952 秋田市山王新町14-31

TEL(018)866-8400
FAX(018)866-6200

Ｐｉｃｋｕｐ～各チームからの話題～

図書館をもっと便利に～パソコン優先席が増え
ました～

図書資料チーム

市町村立図書館向け「りんごの棚」セッ
ト
貸出を始めます

情報チーム・サービスチーム

企画・広報チーム

当館では、様々な分野の資料収集の拡充と提供に取
り組んでいますが、その一助として、例年県内の専門
機関及び雑誌スポンサー企業から図書選定についての
ご協力をいただいています。
今年度は、専門機関8機関及び雑誌スポンサー企業4

社から、農業や教育、医療、経済等についての図書を
選定していただきました。閲覧室にて、約230冊の展
示・貸し出しを行っています。展示期間は、令和7年1
月30日（木）～4月22日（火）です。お気軽にご覧いた
だければ幸いです。

Ｅｖｅｎｔ
■博物館との連携展示

うた

特別展示「稲穂の詩～秋田の米づくり～」

博物館が所蔵する貴重な歴史資料や昔の農具や農

作業、秋田の米づくりに尽力した四人の先覚者を紹

介しながら、秋田の米づくりの歴史をたどります。

また田んぼに生きる昆虫の標本を通して、米づくり

と生き物との関わりあいを紹介します。

【期間】 4月11日(金)から5月20日(火)まで

【時間】 午前9時30分から午後5時まで

【会場】 特別展示室

【入場料】無料

～イベント ・催し物のお知らせ～

ＩＴ機器や通信
環境の進化に伴い、
ノマドワークなど
呼ばれる特定の場
所に縛られない働
き方が提唱される
ようになり、当館
の閲覧室でもノー
トパソコンやタブ
レットを利用され
る方をよく見かけ
るようになりまし
た。これまで当館

の閲覧室内では、利用者用のインターネット端末やフ
リーＷｉ－ＦｉなどのＩＴ環境を整備してまいりまし
た。なかでも電源付きのパソコン優先席は週末などは

専門機関及び雑誌スポンサー選定図書展示

満席になることも多く、ご不便をおかけしていました
が、令和7年1月に実施した特別整理期間を利用して2
席増設しました。わずかな増席ではありますが、有効
に活用していただけたら幸いです。

選定図書展示の様子

2階閲覧室窓側の、従来からあった3
席の隣です

りんごの棚セット


